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集 

②

ペ
ー
ジ
番
号
を
市

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
入
力
し
て
み
よ
う
。

関
連
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
よ
。

HP

体
制
の
構
築
。

▽
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で

長
生
き
す
る
こ
と
（
健
康
寿
命

の
延
伸
）。

▽
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
維

持
・
充
実
。

▽
公
共
交
通
の
再
編
な
ど
移
動

し
や
す
い
便
利
な
生
活
環
境
の

整
備
（
左
の
図
）。

▽
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く

り
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
ま
す
ま
す

増
加
し
、
若
い
世
代
が
減
少
し

て
い
く
中
で
は
、
高
齢
者
自
身

も
含
め
た
市
民
の
皆
さ
ん一人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　
元
気
な
う
ち
は
、
健
康
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
、

さ
ら
に
は
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護

が
必
要
と
な
る
時
に
備
え
、
自

分
が
受
け
た
い
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
家
族
な
ど
と
話

し
合
い
、
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

際
に
は
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
な

が
ら
自
分
ら
し
い
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
高
齢
者
人
口

は
増
加
し
、
２
０
２
５
年
に
は
、

75
歳
以
上
の
人
は
２
０
１
５
年

の
1.5
倍
に
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
６
割
以
上

は
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
在
宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ

る
人
は
２
割
し
か
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
６
人
に

１
人
は
ひ
と
り
暮
ら
し
。
今
後

も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
す
る
時
代
に
、

今
ま
で
以
上
に
、
将
来
を
見
据

え
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
本
市
で
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
、
「
医
療
」
「
介
護
」
「
介

護
予
防
」
「
住
ま
い
」
「
生
活

支
援
」、
さ
ら
に
本
市
独
自
に

「
医
療
・
介
護
連
携
」
「
認
知

症
対
策
」
を
加
え
た
７
分
野
を

包
括
的
に
確
保
・
提
供
で
き
る

仕
組
み
で
す
（
左
上
の
図
）。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
本
市
が
目
指
す
未
来

の
姿
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
在
宅
で
の
看
取
り
も
含
め
た

医
療
・
介
護
の
専
門
的
な
支
援

◎この特集についての問い合わせは、高齢福祉課☎（632）5328へ。

4

　人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
市

で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
宇
都
宮
を
将
来
に
渡
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

必
要
で
す
。

地域包括
ケアシステム

みんなでつくる

菊地
しげえい
重栄さん（田野町）

上野紀子さん（西の宮2丁目） 長岡
しん
伸さん（田野町）

田村道子さん（西の宮１丁目） なか まろ
中麿勝宏さん（大谷町）

小林
あきら
輝さん（西の宮1丁目） 髙橋春子さん（田野町）

三條安子さん（田下町）

晴耕雨「奏」
趣味の演奏を
頑張ります

認知症になっても
安心して暮らせる
まちにする

誰でも気軽に
立ち寄れて
笑顔になれる
サロンを作りたい

近所の底力を
発揮したい

健康サロンで
高齢者の軽運動
を普及する

元気で生涯、

地域に尽くせる

自分でいたいです

ホッとする
まちを目指して
頑張ろう

向こう三軒
両隣で
　　支え合う

▽公共交通などを利用しながら、積極的な外出
や友人との交流、趣味活動など、生きがいのあ
る活動的な生活を心掛ける。
▽健康づくりや介護予防の知識を身に付け、地
域の介護予防活動などに積極的に参加する。
▽地域の困りごとを「我が事」と捉え、経験や
得意分野を生かしながら、地域のさまざまな支
え合い活動の「担い手」となる。

壮年期～高齢期（元気高齢者）
▽入院から在宅医療・介護サービスまでさまざ
まな支援を受け、希望に沿った在宅生活を送る。
▽延命治療に関する意思を表すリビング・ウィ
ルカードをつくり、家族などと共有する。
▽認知症の相談窓口や交流の場、専門職による
支援、地域での支え合いなどの資源・サービス
を把握し、活用する。

高齢期（介護が必要）

「医療」「介護」「生活支援」などの分野が連携して、
包括的に高齢者の暮らしを支える仕組みです。

ザックリ言うと

Q

A

質問

答え

そもそも地域包括ケアシステムって、何？

医療・介護
連携医療 介護

認知症
対策

介護予防 住まい

ま
す
ま
す

高
齢
化
は
進
み
ま
す

皆
さ
ん一人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
大
切
で
す

こ
ん
な
未
来
を

目
指
し
て
い
き
ま
す

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

未
来
の
宇
都
宮
を
支
え
ま
す

もっと詳しく

この仕組みの構築には行政だ
けでなく、皆さん一人ひとり
の協力が欠かせません。

あなたはどんなことに取り組みますか

　ＮＣＣとは、本市が目指すまちの姿。中心部や身近
な地域拠点に都市機能を集約して利便性や魅力を
高め、さらに、公共交通を充実させることで、誰もが
移動しやすく暮らしやすいまちに変えていきます。
　地域包括ケアシステムの構築に当たっても、身近
で通いやすい地域に、さまざまな相談を受け付ける
地域包括支援センターをはじめ、「介護予防」「生活
支援」「医療」「介護」など、必要となるサービスや資
源の確保を進めます。
　これらの取り組みにより、自分の住み慣れた地域
で安心して暮らすことができる体制を目指します。

ネットワーク型コンパクトシティ（ＮＣＣ）との連携

一人ひとりが取り組めることって何だろう ？
高齢福祉課
主任主事　山口　健太

写真協力：城山地区コミュニティ協議会健康・福祉部会の皆さん

ページ番号
1015786

生活支援
地域包括
ケアシステム

◎この特集で紹介した地域包括ケアシステムの将来像などを盛り込んだ「にっこり安心プラン」第
８次高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画（地域包括ケア計画）を策定しました（15ペー
ジ参照）。詳しくは、市 をご覧ください。HP
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